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なぜこの研究を⾏おうと思ったのか（研究の背景・⽬的）

Seeder-Feeder豪⾬機構の最先端フィールド観測と⽔災害軽減に向けた総合研究

●研究の全体像
2019年台⾵19号は、⽇本の⽇降⽔量の記録を更新するほどの⼤量の⾬が降り、多くの犠牲が出たことは
記憶に新しい。この豪⾬はSeeder-Feeder機構によるものと⾔われている。Seeder-Feeder機構とは、上
層からの降⾬が下層の雲の中を通過する際に雲粒を捕捉することで⾬が強まる機構であり、台⾵接近時の
南東斜⾯の地形性豪⾬や線状降⽔帯などによる集中豪⾬にも影響を与える。
Seeder-Feeder機構についてはこれまで多くの研究があるが、多くは当時の気象ドップラーレーダやモデル研
究によるもので、雲・降⽔粒⼦の振る舞いまで注⽬し現場観測から豪⾬の形成過程をとらえようとした研究は
これまでになかった。
本研究では、豪⾬をもたらすSeeder-Feeder機構に焦点を当て、これまで我々の研究チームが積み上げ
てきた観測⼿法に加え、新たに開発された雲・降⽔粒⼦撮像ゾンデやフェーズドアレイ偏波降⾬レーダといった
10年前には無かった新たな観測技術を加えた最先端のフィールド観測によりそのメカニズムを明らかにする。
これにより、豪⾬機構の解明だけでなく、レーダによる⾼精度の地上降⽔量推定の⽅法を構築し、国交省
などの現業レーダ観測網の⼤幅な再構築にも⼀⽯を投じる。
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図1 本研究の背景

図4 河川流域治⽔のイメージ

図2 研究の全体構造

図3 最新型粒⼦ゾンデと雲・降⽔レーダー

この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか
●雲粒・降⽔粒⼦のカメラ搭載ゾンデによる直接観測と最先端レーダーによる同期観測
上空から落下してくる降⽔粒⼦とそれが落下して下層の雲粒を補⾜する様⼦を直接観測した例はこれまで
なく、それを実現する。と同時に降⽔粒⼦の⼤きさや形を観測できる最新型の雲・降⽔レーダーでその振る舞
いを⾼分解能・⾼時間分解能で動機観測する。 そうすることによって、上空からの降⽔粒⼦がどのように下
層の雲粒を補⾜するかを詳細に観測でき、⼤気物理数値モデルの⾼度化やレーダー観測から地上降⽔量を
推測するに必要な降⽔粒⼦による雲粒の補⾜率のモデル化が実現する。

ホームページ等 https://hmd.dpri.kyoto-u.ac.jp/seederfeeder/

●気候変動下の気象⾏政や治⽔⾏政に⼤きく貢献する
Seeder-Feeder機構の解明とモデル化、瞬時の降

⾬強度の観測・予測だけでなく、河川管理上とても重要
な河川出⽔ごとの総⾬量の観測・予測の精度向上をも
たらすとともに、河川流域からの出⽔流量や⽔位、河川
氾濫量の予測に⼤きく貢献し、気候変動下の気象⾏
政、治⽔⾏政に⼤きく貢献する。


